
令和元年度 第 2回 富里市子ども・子育て会議 議事録 

 

１． 日 時 令和元年 9月 2日（月） 13 時 30 分～14 時 45 分 

２． 場 所 すこやかセンター2階会議室 1 

３．出席者 内山雅広委員，斎藤まり子委員，藤﨑武彦委員，大木みわ委員，髙梨秀一委員，

篠田祥子委員，渡辺健夫委員，宮川朱実委員，新村浩章委員，小沼綾子委員， 

龍岡達子委員，山田良江委員 

(欠席者) 葉山憲一委員 

４．傍聴人 0名 

５．議 題 

（1） 富里市子ども・子育て支援事業計画について 

６．その他 

（1） 幼児教育・保育の無償化について 

 

７．会議の経過 

事務局：本日はお忙しい中お集まりいただき，ありがとうございます。只今より，富

里市子ども子育て会議を開催いたします。12 人の委員の方々にご出席いただ

いておりますので，富里市子ども・子育て会議条例第 6 条第 2 項により，本

日の会議は成立しておりますことをご報告申し上げます。それでは只今より，

令和元年度第 2 回富里市子ども・子育て会議を開会いたします。はじめに，

会長よりご挨拶お願いします。 

会 長：こんにちは，市長が五十嵐市長に代わりまして，子ども子育ての現状の把握

をしてそのうえで第二期計画の進展と，さらなる支援，アイデアを期待して

います。今日は第一期計画の進捗状況のとりまとめが終わってそれらをふま

え，第二期計画に向けてみなさんの意見をいただいて計画へ反映したいと思

います。 

事務局：ありがとうございました。それでは，富里市子ども・子育て会議条例第 6 条

第 1 項により，会議の議長を会長にお願いしたいと思います。龍岡会長よろ

しくお願いいたします。 

会 長：本日の議題は，「富里市子ども・子育て支援事業計画について」事務局より説

明願います。 

 

【事務局から説明】 

 

会 長：「富里市子ども・子育て支援事業計画について」事務局から説明がありました

が，資料が多く今すぐ意見することは難しいと思いますので，細かい内容に



ついては，後日意見書で提出していただければと思います。 

この場でここはどうだろう，第二期計画に向けてどうしていけば良いか，ご

意見，ご質問はございますか。 

私からは達成割合というのはどう評価すれば良いか，パーセントで出ている

が他市町村とくらべて頑張った数字なのか，これは改善していければ良い等，

評価はどうしたら良いのか事務局より説明願います。 

事務局：評価については一番下に評価目安が書いてあります。「おおむね達成できた」

が全体の 57％を占めている。この解釈内容について第二期計画へ向けて，精

査しながら「達成できた」にしていければと思います。 

会 長：この進捗状況評価について検討する部分は「おおむね達成できた」をもう少

し何とかしてほしいところにあると思います。 

委 員：富里は具体的なデータ，数字を示せるのがすごいことだと思います。「おおむ

ね達成できた」からあと何件，何人で「達成できた」になるのか示せる。課

題を見つけてそこを拾っていってほしい。 

富里は出生率 1.4 と全国レベルでも高く子どもを産み育てやすい場所だと言

えます。 

富里でできることはなんだろうと考えたとき遊び場が少ないのではないかと

思います。 

2，3 歳の小さい子が遊べる施設，小学校高学年，中学生の遊べる施設がある

と良い。空地をそのまま利用した広場があるとよい，凸凹あり，樹木があっ

て登って遊べる。廃校した施設を利用しお金を掛けないで市にあるものを活

かす。小さい子が大きい子と関わり見て真似したりスポーツを教わったりで

きると更に良い。必要なら監視員，指導員をつける。 

よそからも来たくなるような場所になると良いと思いました。 

会 長：参考となるご意見ありがとうございました。他にご意見ご質問ありますか。 

委 員：富里市は非常に頑張っていると思います。その中で，ジュニアリーダーの育

成について「一部しか達成できなかった」となっています。他市町村もこう

いう状況です。ジュニアリーダー講習は，スポーツ少年団に入り夏休みに 3

日間泊まりでやっています。費用が 6千円掛かり金銭的な負担が大きく難し

いので支援ができないかと思います。 

子供見守りに関するボランティア登録制度について，関係部署で調整できれ

ば話合ってほしいと思います。 

会 長：他にご意見ご質問ありますか。 

事務局：第一期計画の評価をしていただいて，第二期計画に向けてみなさんのご感想，

ご意見をお聞きしたいです。 

委 員：0～3歳を預けることが良いことなのか逆の発想はできないかと思いました。 



委 員：一番大事な時期に親から離れる，子供はさみしく親子の愛情が薄れている。

さみしい思いは個人差が大きく小学校高学年になってもつづく子もいる。子

供を預けて働くことが本当に良いのか。親子が関わることが大切，関われる

社会が必要だと思います。 

委 員：外国籍の子の支援を考えてほしい。言葉が通じないのでコミュニケーション

が取れない，そして成績が上がらない。日本語教育で 3名の方に週 1日ずつ 3

日間来てもらっているが，それだけではなかなか日本語をマスターできない。 

この先日本の社会に出ていくのに支援が必要だと思います。 

富里は馬を使って何かできないかと思います。愛媛県はボートが強く公園に

ボートの遊具がある。富里にも馬の遊具があれば良いと思いました。そして，

富里高校に乗馬部があれば良いなと思いました。 

委 員：子育ての現場では保育園が足りないことに目が向きがちで親への支援が向い

ていない。子育てを見守る集いの場，居場所が足りていないのではないか。 

委 員：一時保育の利用者について，以前は保育園に入れない就労の人が多かったが，

ここ 2年は私的な理由が増えた。0，1歳児が多く育児のストレスからの解放，

自由を求めてもあります。支援センター利用者も増えているが車が無いなど

の理由から来られない人もいるのではと気になっています。もう少し交通に

ついて考えてほしい。 

委 員：当園は今年度から夏休みに預かり保育を実施しました。新 1 年生についても

卒園生のみ受入れしたところ多かった。園児は卒園生に遊んでもらえて楽し

そうで，お互いに影響があったと思います。今までも仕事や急なお出掛けで

預かってもらえるところがないか相談を受けていました。今後も実施してい

きたいと思います。新 1 年生は卒園生のみで地域の子まで受入れるのは安全

面で難しいです。 

委 員：市民の満足度調査，パブリックコメントは実施しますか。 

事務局：パブリックコメントについては第二期計画の案ができた時点で実施します。

そして市民の意見を聞いて決定します。 

委 員：具体的に課題を分析し，取り組んでほしいと思います。 

委 員：0～3 歳児は親と濃密にふれあい人間の基礎を作る年ごろだが，女性はすべて

母性本能があるとは言えない。3 歳までは家で育ててとは言わないでほしい。

子育ては大変，夫がやさしくないとできない，ゆったりと子育てができる環

境が必要。園へのお迎えは祖父祖母が来る夫も子育てを手伝う，そういう環

境を周りの人達が作ってほしい。誰でも初めから良いお母さんにはなれない。

十代の若い親と子の悲しい事件が報道されたりしているが，親を責めること

はできない。子供の育て方，抱き方，お風呂の入れ方は教わらないとできな

い，最初はできなくてしょうがない。男も子育てを手伝わないと親にはなれ



ない。 

若い人が富里に来て子を産んでくれる。住みやすく良いお母さんが育つ場所

になるような環境を作れれば良いと思います。 

委 員：第一期計画は完成度が高かった。第二期計画は富里らしさを出してほしい。 

委 員：市民としての感想ですが，進捗状況評価を見て未就学児の支援が良いと思い

ました，国は幼児教育・保育を無償化し，親世代がたくさん働ける環境を作

っている。子育ての現場の話を聞くと悩ましいこともあるみたいだが変化の

時期だと思います。良い方向に変化していけばと思いました。 

委 員：保護者の子供への関わりについて，学校の先生が，誰かがやってくれるとい

う考えが増えている。主張し損しないよう見てもらおうとする。そうじゃな

く，子供と関われる行事や勉強会の情報を発信し集まれる場をさらに増やし

ていければ良いと思いました。 

会 長：行政目線でなく市民目線での評価をした方が良いのではないか，市民の満足

度，富里の環境を活かした計画を考える。0～3 歳は誰が育てるのか，子供に

ついての問題もあるが見えてこなかった親の支援を考えることで子育て支援

につながる。 

第二期計画に向けて，広報，知らせ方を考えてほしい。例えば医療について

予防接種率を上げるのに個人に手紙を送っても反応がない。病気になるとど

うなるか問題定義がもっと必要だと思います。 

事務局：先ほど市民目線の調査についてのお話しがありましたが，昨年，子育て支援

に関するニーズ調査を行いました。就学前児童の保護者 1,000 人，小学校 1

～3年生の保護者 1,114 人について実施しています。満足度調査も入っていま

す。前回の会議で配布させていただいておりますのでご確認ください。 

会 長：第二期計画策定にあたっての意見書について，後日宿題となりますけれどよ

ろしくお願いします。 

    今回の議題は終了しましたので，これにて議事を終了し，事務局にお返しし

ます。 

事務局：龍岡会長ありがとうございました。それでは，『その他』といたしまして，事

務局からは「幼児教育・保育の無償化について」説明させていただきます。 

 

【事務局から説明】 

 

委 員：食材料費について施設の実費徴収となっていますか。4,500 円という単価につ

いてはどうなのか。 

事務局： 国が公定価格で 4,500 円を示しているが実費徴収ということなので金額につ

いては各施設で設定し徴収となっています。施設が実費徴収することとなっ



ています。 

事務局：その他，皆様から何かございますでしょうか。特にないようなので以上をも

ちまして，令和元年度第 2 回富里市子ども・子育て会議を終了とさせていた

だきます。なお，次回の会議日程につきましては，後日決まり次第，御案内

させていただきますのでよろしくお願いいたします。本日はありがとうござ

いました。 


